HCE学生実験レイアウト

目的
	HCEのRank by feature frameworkを用いてソフトウェアの開発データから仮説生成を行える事を実験的に明らかにする．

実験内容
	被験者に実際にHCEを使用してもらい，仮説生成を行ってもらう．
トータルの実験時間は2時間とし，1時間をHCEのチュートリアル，残り1時間を分析時間とする．

実験手順
Step1　HCEのチュートリアル
HCEの日本語化マニュアルと共に実際にHCEを動作させ，分析方法や使用方法について被験者の傍についてレクチャーを行う．
	Step2　HCEを用いた仮説生成
実際にHCEを用いて自由に分析を行ってもらい，HCEを用いてどれだけの仮説を生成できるのかを明らかにする．
使用データセット
Eclipse platformの不具合報告に関するデータ（SE卒業生の正木さん，大澤さんが収集したデータセット）
Eclipse　ver3.0-3.2の不具合報告（2004年6月21日～2006年6月29日）に関するデータを対象に実験を行う．
5つの観点（要求，作業，組織，プロダクト，課題）における課題に相当するデータ

被験者候補
中川君（IPAプロジェクトメンバー）
内垣君（9月よりIPAプロジェクトメンバー）
林君（OSS班，定量班）
	伊原先生？

想定する結果？？
	有識者とそうでないもので得られる仮説（数，内容）が変わると良い？
	HCEを使う事で効率的に仮説生成できる事が分かればよい．（Excelなどと比べて）
	
